
注

意
1

開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
は
、
開
か
な
い
こ
と
。
試
験
時
間
は
六
〇
分
で
あ
る
。

2

黒
色
鉛
筆
を
使
用
す
る
こ
と
。

3

解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
氏
名
・
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

4

縦
書
き
に
す
る
こ
と
。

5

下
書
き
に
は
、
こ
の
用
紙
の
余
白
を
使
用
す
る
こ
と
。

6

書
き
損
じ
て
も
、
解
答
用
紙
は
再
交
付
し
な
い
。

7

こ
の
用
紙
は
、
試
験
終
了
後
に
回
収
し
な
い
。
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小論文問題

解

答

要

領

解
答
は
問
題
文
中
の
設
問
の
指
示
に
従
っ
て
、
解
答
欄
に
適
切
に
書
く
こ
と
。

な
お
、
句
読
点
・
か
っ
こ
な
ど
も
字
数
に
加
え
る
。
ま
た
、
段
落
の
初
め
の
空
き
や
、

段
落
の
終
わ
り
の
行
に
で
き
た
空
き
も
、
書
い
て
あ
る
も
の
と
み
な
し
、
字
数
に
加
え
る
。



以
下
の
「
社
説
」
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

①
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
告
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
、
消
費
者
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
宣
伝
す
る
。
そ
ん
な
「
ス
テ
ル

ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
手
法
が
初
め
て
法
規
制
さ
れ
る
。
消
費
者
をａ
あ
ざ
む
く
行
為
は
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
。
企
業
や
広
告
業
界
は
、
社
会
的

責
任
を
改
め
て
自
覚
し
て
ほ
し
い
。

「
消
費
者
が
事
業
者
の
表
示
で
あ
る
こ
と
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
」
な
も
の

。
こ
の
よ
う
な
表
現
で
、
ス
テ
マ
広
告
は
、
商
業
広
告
な
ど

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
景
品
表
示
法
の
内
閣
府
告
示
に
、
新
た
な
禁
止
行
為
と
し
て
3
月
末
に
指
定
さ
れ
た
。「
事
業
者
」
は
企
業
や
個
人
事
業
主
、

学
校
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
な
ど
幅
広
い
。
10
月
の
施
行
に
向
け
て
十
分
な
周
知
が
欠
か
せ
な
い
。

消
費
者
庁
の
運
用
基
準
に
よ
る
と
、
自
ら
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
な
の
に
、
事
業
者
が
第
三
者
に
対
価
を
提
供
し
、
そ
の
広
告
内
容
の
決
定

に
も
関
与
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
密
（
ひ
そ
）
か
に
宣
伝
さ
せ
、
消
費
者
を
誤
認
さ
せ
る
と
い
っ
た
行
為
が
禁
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
広
告
な
ら
「
宣

伝
」「
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
と
、
は
っ
き
り
書
き
示
す
必
要
が
あ
る
。
広
告
で
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
あ
る
程
度
のｂ
こ
ち
ょ
う
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
消
費
者
も
警
戒
で
き
る
か
ら
だ
。

②
消
費
者
庁
や
公
正
取
引
委
員
会
、
都
道
府
県
の
調
査
で
「
疑
い
」
や
違
反
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
広
告
主
で
あ
る
事
業
者
は
行
政
の
指
導
・
命
令
を

受
け
る
対
象
と
な
る
。

ネ
ッ
ト
空
間
が
広
告
媒
体
の
主
流
に
な
り
、③
特
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
広
告
が
急
増
す
る
中
、
ス
テ
マ
広
告
と
疑
わ
れ
る
例
が
後
を
絶
た

な
い
。
欧
米
で
は
規
制
が
進
む
一
方
、
日
本
は
「
ス
テ
マ
天
国
」
と
い
え
る
状
況
だ
と
有
識
者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
行
政
は
経
済
活
動
や
表

現
の
自
由
に
留
意
し
つ
つ
、
適
正
な
法
執
行
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。

消
費
者
庁
が
今
回
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
影
響
力
の
あ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
3
0
0
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
4
割
が
ス
テ
マ
広
告
を
依
頼
さ
れ
た
経

験
が
あ
り
、
そ
の
半
数
近
く
が
引
き
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
個
人
は
行
政
処
分
の
対
象
外
だ
が
、
消
費
者
を

惑
わ
す
行
為
へ
の
加
担
は
厳
に
慎
む
べ
き
だ
。
消
費
者
も
実
態
を
知
り
、
注
意
力
を
高
め
た
い
。

1



新
聞
や
雑
誌
、
放
送
も
広
告
媒
体
と
し
て
例
外
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
広
告
と
混
然
一
体
と
な
っ
た
番
組
制
作
が
地
方
の
民
放
テ
レ
ビ
局
で
相
次

ぎ
、
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
情
報
の
受
け
手
に
疑
念
を
抱
か
せ
ぬ
よ
う
、
い
ま
一
度
、
メ
デ
ィ
ア
は
足
元
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。

規
制
の
趣
旨
・
目
的
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
や
自
治
体
も
細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
だ
。
政
策
・
施
策
へ
の
支
持
を
世
論
に
広
げ
よ
う
と
、
著
名

人
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
す
る
広
報
活
動
が
近
年
と
く
に
目
立
つ
。
報
酬
を
公
表
せ
ず
不
信
を
招
い
た
京
都
市
の
例
も
あ
る
。
襟
を
正
す
時
だ
。

（
2
0
2
3
年
4
月
4
日

朝
日
新
聞

朝
刊
「
社
説
」）

設
問

1．

こ
の
「
社
説
」
に
適
切
な
タ
イ
ト
ル
を
20
字
以
内
で
つ
け
な
さ
い
。

2．

傍
線
部
ａ
及
び
ｂ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

3．

傍
線
①
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
宣
伝
方
法
を
こ
の
社
説
で
は
5
文
字
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
表
現
を
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
示
し
な
さ
い
。

4．

傍
線
②
に
つ
い
て
、
こ
の
社
説
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
違
反
行
為
と
判
断
す
る
か
を
示
す
部
分
を
文
中
か
ら
80
文
字
で
抜
き
出
し
、
そ

の
最
初
の
16
文
字
を
示
し
な
さ
い
。

5．

傍
線
③
に
つ
い
て
、
こ
の
社
説
の
中
で
、
そ
の
具
体
例
が
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
を
文
中
か
ら
73
文
字
で
抜
き
出
し
、
そ
の
最
後
の
14
文
字
を

示
し
な
さ
い
。

6．

こ
の
「
社
説
」
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
5
0
1
字
以
上
6
0
0
字
以
内
で
示
し
な
さ
い
。

2

朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
︵
承
認
番
号 
２
４
│
０
６
３
４
︶


